
望年山行赤岳鉱泉Ｐ報告 

【山 域】八ケ岳連峰 

【コース】美濃戸山荘～赤岳鉱泉 

     赤岳鉱泉～ジョウゴ沢～美濃戸山荘 

【日 時】Ｈ２９年１２月２日（土）～３日（日） 

【天 候】２日晴れ ３日晴れ 

【参加者】ＣＬ狩野（記録）、ＳＬ吉瀬、菅井、杉山、村尾、磯部、岸野、時田、堀田 

【山行タイム】 

 ２日（土） 美濃戸山荘１０：３０→赤岳鉱泉１３：００（テント） 

 ３日（日） 赤岳鉱泉８：００→ジョウゴ沢９：００→赤岳鉱泉１０：００ 

→美濃戸山荘１２：３０ 

【計画から実行までの経過】 

 新歓での失態を取り戻すべく望年山行は山岳会らしい山行にしようと、例会の後いつもの中華屋

で談話している中で、ある山岳小説を思い出した。「白き嶺の男」新年の赤岳鉱泉を基地とした山

岳会の集中山行の話で、小説の中ではベテラン会員と新人会員のペアーで清里から入山し県界尾

根から赤岳に向かうなかなかキツそうな山行だが、途中ホワイトアウトになりベテラン会員が滑

落して新人会員が救助するといった物語だ。非常にスリルと緊張感がありヤマ屋を感じる小説だ

った。 

 その小説に感化されてしまい「赤岳鉱泉を基地にした集中山行やらない？」みたいなノリになり

「それじゃーアイスもできるね～」「縦走もいいよね！」なんて話になり早々に山行募集を出し、

徐々に実行へと計画が固まってきた。想定以上に人数が増えて最終的には３０人になり、かなり

の大所帯となった。さすがに３０人のテン泊となると大変な準備が必要で何人かのメンバーに協

力をお願いしてやっと実行することが出来た。しかしこの計画が杜撰だった為後々いろいろな問

題が噴出してしまった！ 

【山行報告】 

 １２月２日６：３０ 

 早朝冷たい風が吹く中レジアスのエンジンを始動させた。「ガルルー」ジーゼルエンジン特有の

エンジン音がまだ夜の明けない空気を裂くように響いた。なんて感じに小説を思い出しながら自

宅を出発。千葉駅北口に車２台９名が集合した。今回はかなりの大人数のテントと宴会の準備を

担ぎ上げなければならないので事前にＭさんにお願いをして二つのパーティーで荷物を分担。 

 今まで使う事が無かった背負子を倉庫から引っ張り出し荷造りしたが、いろいろ考えすぎて何か

忘れているような？車の中に満載の荷物を積み６：３０千葉駅を出発した。 

 １２月に入り中央道の万年渋滞もかなり和らいでいた。美濃戸林道は雪も無く凍結もしていない

ので順調に美濃戸山荘まで到着できた。 

 美濃戸林道は雪が無いと普通に走れるが、雪が降ると道幅も狭くなり路面も凍結してしまうので

慎重に運転をしなければならない。雪が多くなるとスノータイヤや４輪駆動車でも通行不可能に

なり去年はチェーンの無い車は通行禁止になってしまった。 

 今年はチェーンを買わないと、とか思っていたがまだ買ってない・・・。 



   

雪はほとんど無いがやっぱり寒い！共同装備をメンバーで別け、出発！ 

今日は少し荷物が重いせいか出発してすぐ暑くてアウターを脱ぐことになる。後で気付くことに

なるが、この時アウターのポケットに入れていたＧＰＳを落したらしい？ 

 堰堤広場まではアイゼンはいらないかな？とか思っていたが、手前で雪が付いている部分がところど

ころ出てきてチェンアイゼンを装着した。 

  

１１月は天気が悪い日が続きなかなか晴れなかったが、１２月の最初の土曜日は快晴になった。 

   荷物は重かったが３時間弱で赤岳鉱泉に到着。 

 



  

赤岳鉱泉に到着後、まずはビール！とモツ煮込み！で乾杯！ 

テントの設営前に腹ごしらえをして、ちょっと遅めの昼飯を頂いた。やっぱり「名物のもつ煮」

は歯ごたえが良くで美味しいね！「いつから名物になったっけ？（独断と偏見で）」 

 今回は３０人近いメンバーがテントに寝るためちば山の中でも一番大きいテントを３張りする

ことにした。それでも足りないかな？と思い事前に全パーティーに荷物置きようのテントを持参

してもらう事となった。 

  

 今日の宴会のメインになるはずだった鶏肉が無い！いろいろな準備で意思統一ができていなか

ったため、宴会もバラバラになってしまい反省点も多い山行になってしまった。 

 各テントで適当に宴会が始まりなんとなく就寝となった。 

   

宴会の準備を進めてい

ると大事な食材を忘れ

ている事が判明した。 

 食担Ｔさん、ショゲてい

たように見えないけど？    

そーでもないか？ 
足の指変？ 

翌日も天気に恵まれ我々のパーティーもＴパーティーと共に、ジョウゴ沢アイスクライミングのＭ

パーティー見学に行った。 



  

 ジョウゴ沢の氷の具合もなかなかいい感じになっていて、Ｆ２では大勢のパーティーがアイスク

ライミングを楽しんでいた。 

 できればＭパーティーと一緒にアイスクライミングもやりたかったが、今日はここまでにして下

山することとした。        

   

今回はいろいろと反省する部分があったが、なんとか怪我人も出さず、無事望年山行も終了

することが出来ました。     

来年もよろしくお願いします！ 


